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作用を調べた。再生ウロコに4-OHBaA を曝露させ、3, 6, 12, 24 時間培養して骨芽細胞及び破骨細胞
の活性を測定した。その結果、両活性とも6 時間後に最も上昇し、魚における女性ホルモンと同じ
作用をもたらした。次に、それぞれの細胞特有のマーカー遺伝子の発現におよぼす4-OHBaA の作用
を調べた。6 時間の培養で、骨芽細胞のマーカーではⅠ 型コラーゲンmRNA、破骨細胞のマーカー
では酒石酸抵抗性酸フォスファターゼ mRNA の発現が有意に上昇した。さらに、ゼブラフィッ
シュのウロコでGeneChip を用いた遺伝子の発現の網羅的解析を行った。ウロコを4-OHBaA で処理
することにより細胞周期に関連する遺伝子の発現が変化することが分かった。また、4-OHBaA の親
化合物であるbenz[a]anthracene（BaA）で処理すると別の遺伝子の発現レベルが変化した。すなわち、
4-OHBaA は、BaA とは異なった経路で魚のウロコに発現する遺伝子に作用している可能性が示さ
れた。 
本実験により、PAH 類が内分泌かく乱作用を起こす経路として、女性ホルモン受容体を経由する
場合と、PAH 類及びその代謝物が直接、骨芽細胞及び破骨細胞の遺伝子の発現レベルに作用する経
路の2 つがある可能性が示された。 
 
（本研究は、金沢大学自然システム学類生物学科 松本典子氏の卒業論文の一環として行われた) 
 
